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Summary

　　Astudy　was　made　of　758　crowns　which　had　been　fabricated　for　patients　at　the

Prosthodontic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　during　1990．

　　Some　of　results　were　as　follows：

1）40．0％of　the　patients　were　males　and　60．0％were　females．

2）90．5％of　the　patients　were　between　20　and　69　years　old．

3）Crowns　of　the　upper　abutment　teeth　were　more　numerous　than　for　the　lower　abutment

　　teeth．

4）71．4％of　the　crowns　were　fabricated　for　nonvital　teeth．

本論文の要旨は第33回松本歯科大学学会（例会）（平成3年11月）において発表された．（1992年7月9日受理）
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5）42．9％of　the　crowns　were　fabricated　as　full　cast　crowns，24．9％as　facing　crowns

　（20．1％as　porcelain　fused　to　metal　crowns，4．9％as　resin　facing　crowns），10．7％as

　jacket　crowns（10．4％as　resin　jacket　crowns　and　O．3％as　porcelain　jacket　crowns），21．

　0％as　partial　coverage　crowns　and　O．5％as　dowel　crowns．
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緒 言

　各種補綴物の装着状況は，学問の推移や材料の

進歩，社会的な情勢などにより影響を受けると考

えられる．統計的調査を行い実態を把握すること

は，それらの要因を推測でき，将来の診療内容の

予見に対して示唆が得られる．

　そこで私達の講座でも，松本歯科大学病院補綴

診療科における冠・架工義歯補綴物について，昭

和47年から経年的調査を行い，報告1““1°）してきた．

　今回は，平成2年1月から12月までの1ヶ年間

にっいて，松本歯科大学病院補綴診療科で作製，

装着された単独冠を中心に調査し，併せて平成元

年の調査報告1°）と比較，検討したので報告する．

調査方法と項目

　平成2年1月から同年12月までの1ヶ年間の松

本歯科大学病院補綴診療科における外来患者452

名，および作製装着された単独冠758個について，

病院歯科診療録，補綴科プロトコール，材料セン

ター材料支給伝票等を資料とし，マイクロコン

ピューター（Macintosh　plus，　Apple社製）を用

いて，収集データを分類集計後，以下の各項目に

ついて調査した。

A．患者総数と地域別患者数

　単独冠および架工義歯を装着した患者の住所を

塩尻市内，これを除く長野県内，および長野県外

とに区別しその数を調査した。

B．性別および年齢階級別患者数

　患者の年齢を20歳未満，20歳代，30歳代，40歳

代，50歳代，60歳代，70歳代および80歳以上の8

階級に分け調査した．

C．単独冠および架工義歯の装着数

　装着物を単独冠および架工義歯に分け，その総

数を調べた．

D．単独冠について

1．年齢階級別装着頻度

　患者の年齢を前記B項に準じて区分し，各年齢

階級別の装着頻度を調べた．

2．性別装着頻度

3．部位別装着頻度

　装着部位を上，下顎および前歯部，小臼歯部，

大臼歯部の各歯群に分け調査するとともに，年齢

階級別装着頻度との関係を調査した．

4．支台歯の生・失活歯別装着頻度

　支台歯を生・失活歯別に分類して装着頻度を調

査するとともに，年齢階級別および部位別装着頻

度との関係を調査した．

5．種類別装着頻度

　支台装置の種類を全部鋳造冠，前装冠（既製陶

歯前装冠，レジン前装冠，陶材溶着鋳造冠の3種），

ジャケット冠（陶材およびレジンジャケット冠の

2種）およびアタッチドタイプのポストクラウン

（以下継続歯と略す），一部被覆冠に分類して，そ

れらの装着頻度を調査するとともに，年齢階級別、

性別および部位別装着頻度との関係を調べた．

6．支台築造体について

　支台築造体をキャストコアー，アマルガムコ

アー，レジンコアー，セメントコアーに分類して，

その築造頻度を調べると同時に，築造部位および

単独冠の種類別築造頻度との関係を調査した．

調査成績

A．患者総数と地域別患者数

　表1に示すように，単独冠および架工義歯を装

着した患者総数は452名であった．構成される地域

表1：地域別患者数

患　者　数
地　　域

平成2年 平成元年

塩　　尻　　市　　内

ｷ　　野　県　　内

i除、塩尻市内）

ｷ　　野　県　　外

170

i37．6）

Q75

i60．8）

V（1．5）

185

i38．6）

Q86

i59．7）

W（1．7）

計 452

i100．0）

479

i100．0）

（）％
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　　　　　　　　　　　　表21性別および年齢階級別患者数

単独冠について

年齢階級

　　　調査年

ｫ
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

男女

平2

ｽ元

ｽ2

ｽ元

　　　　8

i　1．8）

@　　13

i　2。7）

@　　13

i　2．9）

@　　14

i　2．9）

　　　31

i　6．9）

@　　41

i　8、6）

@　　52

i11．5）

@　　50

i10．4）

　　　40

i　8．8）

@　　31

i　6．5）

@　　51

i11．3）

@　　60

i12．5）

　　　33

i　7．3）

@　　42

i　8．8）

@　　70

i15．5）

@　　75

i15．7）

　　　25

i　5．5）

@　　39

i　8．1）

@　　45

i10．0）

@　　38

i　7．9）

31
U．9）

R9

W．1）

R1
U．9）

Q4

T．0）

　　　10

i　2．2）

@　　　8

i　1．7）

@　　　9

i　2．0）

@　　　4

i　0．8）

　　　　3

i　0．7）

@　　　1

i　0．2）

181
S0．0）

Q13

S4．5）

Q71
U0．0）

Q66

T5．5）

計
平2

ｽ元

　　　21

i　4．6）

@　　27

i　5．6）

　　　83

i18．4）

@　　91

i19．0）

　　　91

i20．1）

@　　91

i19．0）

　　103

i22．8）

@　117

i24．4）

　　　70

i15．5）
@　　77

i16．1）

（（

62
P3．7）

U3

P3．2）

　　　19

i　4．2）

@　　12

i　2．5）

　　　　3

i　0．7）

@　　　1

i　0．2）

（（

452
P00．0）

S79

P00．0）

（）％

平2：平成2年
平元：平成元年

表3　単独冠の年齢階級別および部位別装着数

部位

調査年 鎚 幽 旦 齋 縮 肝 譜
年齢階級

20歳未満 平2
　　　13

i　1．7）

　　　　2

i　0．3）
（

10．1）

（

16
Q．1） （

60．8）

（

50．7）

（

11

k5）
（

27
R．6）

平元
　　　17

i　2．0）

　　12

i1．4） （

30．4）

（

32
R．8） （

20．2）

（

60．7）

（

81．0）

（

40
S．8）

20歳代 平2
　　　50

i　6．6）

　　　19

i　2．5）
（

29
R．8） （

98
P2．9） （

10．1）

（

14
P．8） （

36
S．7） （

51
U．7） （

149
P9．7）

平元
　　　51

i　6．1）

　　　31

i　3．7） （

39
S．6） （

121
P4．4） （

70．8）

（

18
Q．1） （

53
U．3） （

78
X．3） （

199
Q3．7）

30歳代 平2
　　　40

i　5．3）

　　　26

i　3．4）
（

33
S．4） （

99
P3．1） （

10．1）

（

16
Q．1） （

32
S．2） （

49
U．5） （

148
P9．5）

平元
　　　41

i　4．9）

　　　21

i　2．5） （

27
R．2） （

89
P0．6） （

50．6）

（

30
R．6） （

41
S．9） （

76
X．1） （

165
P9．7）

40歳代 平2
　　　47

i　6．2）

　　　24

i　3．2）
（

40
T．3） （

111
P4．6） （

60．8）

（

22
Q．9） （

32
S．2） （

60
V．9） （

171
Q2．6）

平元
　　　33

i　3．9）

　　　23

i　2．7） （

30
R．6） （

86
P0．3） （

12
P．4） （

26
R．1） （

32
R．8） （

70
W．3） （

156
P8．6）

50歳代 平2
　　　24

i　3．2）

　　　23

i　3．0）
（

21
Q．8） （

68
X．0） （

11

k5）
（

12

k6）
（

18
Q．4） （

41
T．1） （

109
P4．4）

平元
　　　27

i　3．2）

　　　18

i　2．1） （

25
R．0） （

70
W．3） （

20
Q．4） （

26
R．1） （

17
Q．0） （

63
V．5） （

133
P5．9）

60歳代 平2
　　　34

i　4．5）

　　　17

i　2．2）
（

20
Q．6） （

71
X．4） （

81．1）

（

26
R．1） （

10
P．3） （

44
T．8） （

115
P5．2）

平元
　　　41

i　4．9）

　　　19

i　2．3） （

14
P．7） （

74
W．8） （

21
Q．5） （

16
P．9） （

14
P．7） （

51
U．1） （

125
P4．9）

70歳代 平2
　　　16

i　2．1）

　　　　5

i　0．7）
（

10．1）

（

22
Q．9） （

30．4）

（

60．8）

（

20．3）

（

11

k5）
（

33
S．4）

平元
　　　　7

i　0．8）

　　　　1

i　0．1） （

10．1）

（

91．1）

（

40．5）

（

40．5）

（

20．2）

（

10
P．2） （

19
Q．3）

80歳以上 平2
　　　　3

i　0．4）
（

10．1）

（

40．5）

（

10．1）

（

10．1）

（

20．3）

（

60．8）

平元 （

20．2）

（

20．2）

（

20．2）

計
平2

ｽ元

　　224

i29．6）

@　217
i25．9）

　　119

i15．7）

@　125
i14．9）

（（

146
P9．3）

P39
P6．6）

（（

489
U4．5）

S81
T7．3）

（（

37
S．9）

U9
W．2）

（（

97
P2．8）

P24
P4．8）

（（

135
P7．8）

P65
P9．7）

（（

269
R5．5）

R58
S2．7）

（（

758
P00．0）

W39
P00．0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年
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は，塩尻市内を除く長野県内の患者が275名

（60．8％）で過半数を占め，次いで塩尻市内在住

者が170名（37。6％）で，長野県外在住者は7名

（1、5％）であった．

B．性別および年齢階級別患者数

　表2に示すように，性別では，男性が181名

（40．0％），女性が271名（60．0％）と，女性が過

半数を占めていた．また，年齢別では20歳代から

60歳代までで全体の90．5％を占めていた．

C．単独冠および架工義歯の装着数

　平成2年1ヶ年間における単独冠の装着数は

758個，架工義歯は195装置であった．

D．単独冠について

1．年齢階級別装着頻度

　表3の示すように，最も多かったのは40歳代

（171個，22．6％）で，以下20歳代（149個，19．7％），

30歳代（148個，19．5％）と続き，20歳代から60歳

代までで全体の91．4％を占めていた．

2．性別装着頻度

　表4に示すように，女性に装着された単独冠は

483個（63．7％）と過半数を占めていた．

3．部位別装着頻度

　表3に示すように，顎別では上顎（489個，

64．5％）が下顎（269個，35．5％）を上回っていた．

　歯群別にみると，上顎では，前歯部（224個，

29．6％）が最も多く，以下大臼歯部（146個，

19．3％），小臼歯部（119個，15．7％）の順となり，

下顎では大臼歯部（135個，17．8％），小臼歯部（97

個，12．8％），前歯部（37個，4．9％）の順であっ

た．この中で，最も装着頻度の高かったのは，上

顎前歯部で，最も低かったのは下顎前歯部であっ

た．

　また，年齢階級別との関係をみると，顎別では，

すべての年代において上顎の装着数が下顎のそれ

を上回っていた．

4．支台歯の生・失活歯別装着頻度

　表5，6は生・失活歯の判明しているものの中

で，単独冠支台歯の生・失活歯別装着頻度と年齢

階級別および部位別との関係をそれぞれ表したも

のである．全体では，失活歯が538歯（71．4％），

生活歯が215歯（28．6％）であった．年齢別階級と

の関係では，20歳未満と80歳以上をのぞき，失活

歯が生活歯を上回っていた．また部位別でも，す

べての部位において失活歯が生活歯を上回ってい

171

た．

5．種類別装着頻度

　表4，表7および表8は，支台装置の種類別装

着頻度と年齢階級別，性別および部位別装着頻度

との関係を，それぞれ表したものである．

　全体では全部鋳造冠が325個（42．9％）で最も多

く，次いで前装冠189個（24．9％），一部被覆冠159

個（21．0％），ジャケット冠81個（10．7％）の順で

あった．さらに前装冠においては，陶材溶着鋳造

冠が152個（20．1％），レジン前装冠は37個（4．9％）

表4：単独冠の種類別および性別装着数

性 別
調査年 男　　　女　　　計

種　類

全部鋳造冠 平2
　127　　　198　　　325
i　　16．8）　（　　26．1）　（　　42．9）

平元 　142　　　187　　　329i　　16．9）　（　　22．3）　（　　39．2）

前装冠 平2
　49　　　140　　　189
i　　　6．5）　（　　18．5）　（　　24．9）

平元 　81　　　155　　　236i　　　9．7）　（　　18．5）　（　　23．2）

既製陶歯前装冠 平2

平元 　　3　　　　3
i　0．4）（　0．4）

レジン前装冠 平2 　　7　　　30　　　37i　　　0辱9）　（　　14．5）　（　　　4．9）

平元 　25　　　20　　　45i　　　3．0）　（　　　2．4）　（　　　5．4）

陶材溶着前装冠 平2
　42　　　110　　　152
i　　　5．5）　（　　14．5）　（　　20．1）

平元 　56　　　132　　　188i　　　6．7）　（　　15．7）　（　　22．4）

ジャケット冠 平2 　28　　　53　　　81i　　　3．7）　（　　　7．0）　（　　10．7）

平元
　41　　　　57　　　　98
i　　　4．9）　（　　　6．8）　（　　11．7）

レジン

@　ジャケット冠 平2
　28　　　51　　　79
i　　　3．7）　（　　　6．7）　（　　10．4）

平元 　41　　　56　　　97i　　　4．9）　（　　　6．7）　（　　11．6）

ポーセレン
@　ジャケット冠 平2

　0　　　　2　　　　2
i　0．0）（　0．3）（　0．3）

平元 　　1　　　　1
i　0．1）（　0．1）

継続歯 平2
　　2　　　　2　　　　4
i　　　0．3）　（　　　0．3）　（　　　0．5）

平元 　　2　　　　4　　　　6i　　　0．2）　（　　　0．5）　（　　　0．7）

一部被覆冠 平2 　69　　　90　　　159i　　　9．1）　（　　11．9）　（　　21．0）

平元 　64　　　106　　　170i　　　7．6）　（　　12．6）　（　　20．2）

計
平2

ｽ元

　275　　　483　　　758
i　　36．3）　（　　63．7）　（　100．0）

@330　　　509　　　839
i　　39．3）　（　　62．2）　（　100．0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年



172 土屋他：平成2年における冠・架工義歯に関する統計的観察　その1　単独冠にっいて

を数えた．ジャケット冠については，レジンジャ

ケット冠が79個（10．4％）でポーセレンジャヶッ

ト冠はわずかに2個（0．3％）であった．

　年齢階級別では，30歳代以後は全部鋳造冠が最

も頻度が高かった．また，前装冠については，20

歳未満から50歳代までは，陶材溶着鋳造冠がレジ

ン前装冠を上回っており，60歳代から80歳以上は

レジン前装冠が陶材溶着鋳造冠を上回っていた．

　部位別との関係（表8）をみると，上顎前歯部

では，陶材溶着鋳造冠が116個（15．3％），レジン

ジャケット冠62個（8．2％），レジン前装冠33個

（4．4％）の順であった．また下顎前歯部において

はレジンジャケット冠16個（2．1％），陶材溶着鋳

造冠8個（1．1％），レジン前装冠4個（0．5％）で

あった．次に小臼歯部をみると上，下顎とも全部

鋳造冠が最も多く，次いで一部被覆冠，前装冠の

順であった．大臼歯部についても同じであった．

6．支台築造体について

　表9，10は支台築造体の種類別築造頻度につい

て部位別および装着冠の種類別頻度との関係を示

したものである．

　全体では，キャストコアーが455個（95．0％）で

最も多く，以下セメントコアー，レジンコアーの

順で，アマルガムコアーは1個のみであった．

　また，部位別（表9）および装着冠の種類別（表

10）築造頻度との関係でみても，キャストコアー

が全てにおいて，大半を占めていた．

表5：単独冠支台歯の生・失活歯別および年齢階級別装着数

　　　調査年

x台歯
ﾌ状態

年齢階級

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 計

生活歯

ｸ活歯

平2

ｽ元

ｽ2

ｽ元

　　　17

i　2．3）

@　　12

i　1．5）

@　　10

i　1．3）

@　　28

i　3．4）

　　　56

i　7．4）

@　　77

i　9．5）

@　　91

i12．1）

@　119
i14．6）

47
U．2）

R3
S．1）

P01
P3．4）

P25
P5．4）

31
S．1）

Q4
Q．9）

P37
P8．2）

P22
P5．0）

　　　18

i　2．4）

@　　31

i　3．8）

@　　91

i12．1）

@　　97

i11，9）

　　　30

i　4．0）

@　　34

i　4．2）

@　　85

i1L3）
@　　91

i11．2）

　　　11

i　1．5）

@　　　2

i　0．2）

@　　22

i　2．9）

@　　17

i　2．1）

　　　　5

i　0．7）

@　　　1

i　0．1）

@　　　2

i　0．2）

215
Q8．6）

Q13
Q6．2）

T38
V1．4）

U01
V3．8）

計
平2

ｽ元

　　　27

i　3．6）

@　　40

i　4．9）

　　147

i19．5）

@　196
i24．1）

（（

148
P9．7）

P58
P9．4）

（（

168
Q2．3）

P46
P7．9）

　　109

i14．5）

@　128
i15，7）

　　115

i15．3）

@　125
i15．4）

　　　33

i　4．4）

@　　19

i　2．3）

　　　　6

i　0．8）

@　　　2

i　0．2）

（（

753
P00．0）

W14
P00．0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年

表6：単独冠支台歯の生・失活歯別および部位別装着数

支台歯
ﾌ状態調

工 幽 8－6 6－8 旦 齋 耶 8－6 6－8 百 轟
部位
査年

生活歯

ｸ活歯

平2

ｽ元

ｽ2

ｽ元

　　　42

i　5．6）

@　　24

i　2．9）

@　179
i23．8）

@　186
i22．9）

47
U．2）

R7
S．5）

V2
X．6）

W7
P0．7）

43
T．7）

S1
T．0）

P02
P3．5）

X3
P1．4）

132
P7．5）

P02
P2．5）

R53
S6．9）

R66
S5．0）

　7

O．9）

@9
P、1）

R0
S．0）

T9
V．2）

33
S．4）

S1
T．0）

U4
W．5）

V9
X．7）

43
T．7）

U1
V．5）

X1
P2．1）

X7
P1．9）

83
P1．0）

P11
P3．6）

P85
Q4．6）

Q35
Q8．9）

215
Q8．6）

Q13
Q6．2）

T38
V1．4）

U01
V3．8）

計
平2

ｽ元

　　221

i29．3）

@　210
i25．8）

（（

119
P5．8）

P24
P5．2）

（（

145
P9．3）

P34
P6．5）

（（

485
U4．4）

S68
T7．5）

（（

37
S．9）

U8
W．4）

97
P2．9）

P20
P4．7）

（（

134
P7．8）

P58
P9．4）

268
R5．6）

R46
S2．5）

（（

753
P00．0）

W14
P00．0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年



松本歯学

　　　　　　　　考　　　　察

　この調査報告は，平成2年1月から同年12月ま

での1ヶ年間に松本歯科大学病院補綴診療科を訪

れた外来患老に作製，装着された単独冠について，

患者総数と地域別患者数，性別と年齢別患者数な

どを含む4項目について調査したものである．以

下，今回の調査成績を総括するとともに，平成元

18（2）　1992

　年の調査報告1°）と比較した．

　A．患者総数と地域別患者数について

173

　患老総数は452名で，平成元年の報告と比較し

て，27名（6．0％）の減少がみられた．構成率につ

いては，塩尻市内，塩尻市を除く長野県，同県外

ともに1％内外の変化にとどまった．患者数の減

少は，平成元年の秋より臨床実習の主な内容が模

型実習Kと変更されたことが原因の一つであると

表7　単独冠の種類別および年齢階級別装着数

年代

調査年 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代　80歳以上 計

種類

全部鋳造冠 平2 4 43 61 97 50 57 13　　　　0 325
（ 0．5） （　5．7） （　8．0）（ 12．8） （　6．6） （　7．5）（ 1．7）（　0．0）（ 42．9）

平元 11 53 80 78 57 40 8　　　　2 329
（ 1．3） （　6．3） （　9．5）（ 9．3） （　6．8） （　4．8）（ 1．0）（　0．2）（ 39．2）

前装冠 平2 7 57 33 35 18 28 10　　　　1 189
（ 0．9） （　7．5） （　4．4）（ 4．6） （　2．4） （　3．7）（ 1．3）（　0．1）（ 24．9）

平元 12 74 44 32 30 38 3 236
（ 1．5） （　2．7） （　3．3）（ 6．3） （　5．8） （　5．2） （ 28．2）

既製陶歯前装冠 平2

平元 3 3

（　0．4） （ 0、4）

レジン前装冠 平2 0 3 2 5 2 17 7　　　　1 37
（ 0．0） （　0．4） （　0．3）（ 0．7） （　0．3） （　2．2）（ 0．9）（　0．1）（ 4、9）

平元 2 3 7 13 8 12 45
（ 0．2） （　0．4） （　0．8）（ 1、5） （　1．0） （　1．4） （ 5、4）

陶材溶着鋳造冠 平2 7 54 31 30 16 11 3 152
（ 0．9） （　7．1） （　4．1）（ 4．0） （　2．1） （　1．5）（ 0．4）　　　　（ 20．1）

平元 10 71 37 19 22 26 3 188
（ 1．2） （　8．5） （　4．4）（ 2．3） （　2．6） （　3．1）（ 0．4）　　　　（ 22．4）

ジャケット冠 平2 2 3 10 22 18 18 8 81
（
0．3） （　0．4） （　1．3）（ 2．9） （　2．4） （　2．4）（ 1．1）　　　　（ 10．7）

平元 6 2 12 18 24 29 7 98
（ 0．7） （　0．2） （　1．4）（ 2．1） （　2．9） （　3．5）（ 0．8）　　　　（ 11．7）

レジン 平2 2 2 10 22 17 18 8 79
ジャケット冠

（ 0．3） （　0．3） （　1．3）（ 2．9） （　2．2） （　2．4）（ 1．1）　　　　（ 10．4）

平元 6 2 12 18 23 29 7 97
（ 0．7） （　0．2） （　1．4）（ 2．1） （　2．7） （　3．5）（ 0．8）　　　　（ 11．6）

ポーセレン 平2 1 1 2

ジャケット冠 （　0．2） （　0．1） （ 0．3）

平元 1 1

（　0．1） （ 0．1）

継続歯 平2 3 1 4
（　0．4） （

0．1）　　　　（ 0．5）

平元 1 2 1 1 1 6
（　0．2） （ 0、2） （　0．1） （　0．1）（ 0．1）　　　　（ 0．7）

一部被覆冠 平2 14 46 44 17 20 12 1　　　　5 159
（ 1．8） （　6．0） （　5．8）（ 2．2） （　2．6） （　1．6）（ 0．1）（　0．7）（ 21．0）

平元 11 69 29 26 18 17 170
（ 1．3） （　8．3） （　3．5）（ 3．1） （　2．2） （　2．0） （ 20．3）

平2 27 149 148 171 109 115 33　　　　6 758

計
平元

（ 3．5）

S0

（19．7）

@　199

（19．5）（

@　165

22、6）

P56

（14．4）

@　133

（15．2）（

@　125

4．4）（　0．8）（

P9　　　　2

100．0）

W39
（ 4．8） （23．7） （19．7）（ 18．6） （15．9） （14．9）（ 2．3）．（　0．2）（ 100．0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年
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考えられる．

B．性別および年齢階級別患者数について

　性別にみた患者構成率は毎年女性のほうが多い

傾向であり1“一！°），今年はさらに広がりをみせ，過去

最高となりその差は20％であった．長野県内にお

ける男女の人口比は平成元年では，1：1．06で，

経年的にみるとほぼ同じであった17）．このことか

ら，女性患者の通院比率が県内人口の男女比率よ

りも大きいが，これは女性のほうが一般的に男性

よりも，比較的通院する時間が得やすい環境にあ

り，それが拡大されたためと思われる．

C．単独冠について

　単独冠装着総数において81個（9．7％）の減少が

みられたが，これは患者数の減少率に近い数字と

いえる．

　性別装着頻度では，性別患者数の成績と同様に

表8：単独冠の種類別および部位別装着数

部位
8十8

調査年 3十3 54145 8－616－8 8十8 3十3 541458－616－8 8十8 8十8
種類

全部鋳造冠 平2
（

64
W．4）（

103
P3．6） （

167
Q2．0）

（

64　　　94
W．4）（12．4）

（

158
Q0．8） （

325
S2．9）

平元
（

59
V．0）（

92

PLO） （

151
P8．0） （

75　　　103
W．9）（12．3） （

178
Q1、2） （

329
R9．2）

前装冠 平2
（

149
P9．7） （

12

P．6）（

50．7）

（

166
Q1．9） （

12

k6）
（

9　　　　2
P．2）（　0．3）

（

23
R．0） （

189
Q4．9）

平元
（

140
P6．7） （

30
R．6）（

60．7）

（

176
Q1．0） （

38
S，5） （

15　　　　7
P．8）（　0．8）

（

60
V．2） （

236
Q8．1）

既製陶歯前装冠 平2

平元
（

20．2）

（

10．1）
、

（

30、4）

（

30．4）

レジン前装冠 平2
（

33
S．4）

（

33
S．4） （

40．5）

（

40．5）

（

37
S．9）

平元
（

20
Q．4） （

70．8）（ 10．1）

（

28
R．3） （

12
P．4） （

50．6）

（

17
Q．0） （

45
T．4）

陶材溶着鋳造冠 平2
（

116
P5．3） （

12
P．6）（

50．7）

（

133
P7．5） （

81．1）

（

9　　　　2
P，2）（　0．3）

（

19
Q．5） （

152
Q0．1）

平元
（

118
P4、1） （

22
Q、6）（

50、6）

（

145
P7．3） （

26
R．1） （

10　　　　7
P．2）（　0．8）

（

43
T．1） （

188
Q2．4）

ジャケット冠 平2
（

63
W．3） （

10．1）

（

63
W．3） （

16
Q．1）

　　　　1

i　0．1）
（

17
Q．2） （

81
P0．7）

平元
（

68
W．1） （

10．4）

（

69
W．2） （

28
R．3） （

10．1）

（

29
R．5） （

98
P1．7）

レジン
@　ジャケット冠

平2
（

62
W。2） （

10．1）

（

63
W．3） （

16
Q．1）

（

16
Q．1） （

79
P0．4）

平元
（

68
W．1） （

10、1）

（

69
W、2） （

27
R．2） （

10．1）

（

28

R3） （

97
P1．6）

ポーセレン
@　　ジャケット冠

平2
（

10．1）

（

10．1） 　　　　1

i　0．1）
（

10．1）

（

20．3）

平元
（

10．1）

（

10．1）

（

】LO．1）

継続歯 平2
（

20．3）

（

20．3）

（

40．5）

（

40．5）

平元
（

20．2）

（

10．1）（ 20．2）

（

50．6）

（

10．1）

（

10．1）

（

60．7）

一部被覆冠 平2
（

10
P．3） （

42
T．5）（

36
S．7） （

88
P1．6） （

91．2）

（

24　　　38
R．2）（　5．0）

（

71
X．4） （

159
Q1．0）

平元
（

70．8）

（

34
S．1）（

39
S．6） （

80
X．5） （

20．2）

（
33　　　55
R．9）（　6．6） （

go
P0．7） （

170
Q0．3）

計

平2

ｽ元

（（

224
Q9．6）

Q17
Q5．9）

（（

119
P5．7）（

P25
P4．9）（

146
P9．3）

P39
P6．6）

（（

489
U4．5）

S81
T7．3）

（（

37
S．9）

U9
W．2）

（（

97　　　135
P2．8）（17．8）

P24　　　165
P4．8）（19．7）

（（

269
R5．5）

R58
S2．7）

（（

758
P00．0）

W39
P00、0）

（）　％

平2：平成2年
平元：平成元年
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女性のほうが高かった．これは，性別踊蝕罹患率16）

と一致している．

　部位別装着頻度において，顎別では上顎が下顎

を上回り，歯群別では上顎前歯部が最も多く，下

18（2｝　1992　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　175

　顎前歯部が最も少なかった．これもまた鶴蝕罹患

　性の違い16｝によると思われる．

　　支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活歯支

　台のものが全体の70％以上を占めた．これは他の

表9：単独冠支台築造体の種類別および部位別築造数

部位

調査年 逃 幽 旦 爾 蹄 聴 鵠
種類

キャスト
@　　　　コアー 平2

　　158

i33．0）
（

58
P2．1）

（

84
P7．5）

　　300

i62．6）

　　　23

i　4．8）

　　　54

i11．3）
（

78
P6．3）

　　155

i32．4）
（

455
X5．0）

平元
　　169

i31．6）
（

76
P4．2） （

74
P3．8）

　　319

i59．6）

　　　45

i　8．4）

　　　66

i12．3）
（

86
P6．1）

　　197

i36．8）
（

516
X6．4）

アマルガム
@　　　　コアー 平2 （

10．2） 　　　　1

i　0．2）
（

10．2）

平元

レジン
@　　　　コアー 平2 （

20．4）

（

30．6） 　　　5

i　1．0）
（

10．2） 　　　　1

i　02）
（

61．3）

平元
　　　　4

i　0．7） （

30．6）

（

30．6） 　　　10

i　L9）
　　　2

i　0．4）

　　　　1

i　0．2） （

10．2） 　　　4

i　0．7） （

14
Q．6）

セメント
@　　　　コアー 平2

　　　2

i　0．4）
（

30．6）

（

81．7） 　　　13

i　2．7）

　　　　1

i　0．2） （

30．6） 　　　4

i　0．8）
（

17
R．5）

平元
　　　　1

i　0．2） （

10．2）

（

10、2） 　　　　3

i　0．6）

　　　　1

i　0．2） （

10．2） 　　　2

i　0．4） （

50．9）

計
平2

ｽ元

　　160

i33．4）

@　174
i32．5）

63
P3．2）

W0
P5．0）

（（

95
P9．8）

V8
P4．6）

　　318

i66．4）

@　332
i62．0）

　　　23

i　4．8）

@　　48

i　9．0）

　　　55

i11．5）
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表10：単独冠支台築造体の種類別および単独冠の種類別築造数
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　　調査年
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報告1”－1°・；2・13・14・15）と同様の傾向であった．しかしな

がら松本歯科大学補綴科におけるこれまでの調

査1～1°）では，72．0％から82．5％の範囲であり今回

の調査がもっとも少なかった．患者の口腔への関

心度が高まり，後述の項目である種類別装置頻度

と併せて考えると，一部被覆冠などで処置できる

症例が少しつつ増えてきたためと思われる．

　種類別装着頻度では，構成率からみると平成元

年の報告1°）と同様に全部鋳造冠が最も多い．しか

し昭和58年より一部被覆冠は増加傾向にあり，一

方，全部被覆冠は減少傾向にある．これは先の項

目でも触れたように，患者の口腔への関心度の高

まりや術者の知識，技術向上により，設計順位の

高い一部被覆冠が増えたものと思われる．

　支台築造体では，平成元年までの報告1“”1°）と同

様にキャストコアーが最も高い使用頻度を示し

た．キャストコアーの装着頻度が高いのは他のも

のに比べて適応範囲が広いことや築造法の基本で

あることなどと，大学病院，教育病院での装着実

態調査ということを併せて考えると容易に理解で

きるところである．

結 論

　松本歯科大学病院補綴診療科に平成2年1月か

ら同年12月までの1ケ年間に来院した患者および

作製，装着された単独冠を中心にその頻度調査を

行ない，以下の結果を得た．

　1．患老総数は452名で，地域別患者構成率では，

平成元年と比べて，特に大きな変化は，みられな

かった．

　2．性別患者構成率では，女性が60．0％を占め

た．また，年齢階級別構成率では，20歳代から60

歳代までが全体の90．5％を占めた．

　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ

れ758個と195装置であった．

4．単独冠について

　イ）年齢階級別装着頻度では，40歳代が最も多

く，次いで20歳代，30歳代がほぼ同数であった．

20歳代から60歳代までが全体の96．8％を占めた．

　ロ）部位別装着頻度では，上顎が下顎を上回り，

歯群別では上顎前歯部が最も多く，下顎前歯部が

最も少なかった．

　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造

冠が42．9％と最も多く，次いで前装冠，一部被覆

冠の順であった．

　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活

歯が71．4％を占めた．

　ホ）支台築造体では，キャストコアーが95．0％

を占めた．

　5．平成元年の報告と比較すると，患者数で27

名（6．0％）減少し，単独冠の装着数でも81個

（10．7％）の減少がみられた．

　その他の項目については，特に大きな変化は認

められなかった．
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